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K3・4　妊 娠 リ ス ク 自己評価表 を用 い た分 娩 の 分 散化

トヨ タ記念病院周 産期母子 医療セ ン ター

坂野伸弥，関谷龍
一一

郎，田中和東，岸 上靖幸，原 田統子，小 ロ秀紀

【目的】当院は NICむ を併設 して い る総合病院だ が，分娩数 と母体搬送数が急増 し，産科病棟が満床となり，
　 NICU に空床が

あ る に もか か わ らず，母体搬送を断る 事態が 発生 し た，そ こ で 同地 域 の 産婦 人科医 会 と協議の うえ，ハ イ リ ス ク妊娠 は積極的

に受け 入 れ るが、ロ ーリス ク妊娠は
．一次施設に逆 紹介す る活動 を行 っ て い る，ロ

ーリス ク 妊娠 とハ イ リ ス ク妊娠の 鑑別 には厚

生労働省班研究 よ り作成 され た 妊娠 リ ス ク 自己 評価表 を使用 し て い る．こ の 評価表は リ ス ク に 応 じ た 妊婦 の 分散 と地 域中核

分娩施設へ の 産科医師の 集約化を目的に作成 され たもの で あ るが，分娩の 分散化 に有用 で あ っ た との 報告 は まだ な い ．そ こ

で，妊娠 リス ク 自己 評価 表 を用 い た リス ク評 価 が 分娩場所の 分散化 に有 用 で ある か を検討 した、【方法】2006年 4 月 1 日 よ り

10月 31日まで に 当院を受診した妊婦を対象 とし，妊娠リス ク 自己評価 表を用 い て リ ス ク評価を行っ た．リス ク ス コ アが 3
点以 fをロ ーリス ク 妊娠 と し，一次施 設 で の 分 娩 を依 頼 した．【成劉 4ま2例 の 妊 婦 に対 し，リス ク 評価 を行 っ た，3点 以 下 が

244例 （59．2％），4点以 上 が 168例 （408％）で あっ た，244 例の ロ
ーリス ク と判定 さ れ た 中に は，多胎妊娠等の ハ イ リス ク 妊

娠 が 60例 混在 して い た，一次 施設へ の 紹介 を依頼 した妊婦 は 163 例あり，65例 （39．9％）が
一

次施設へ 誘導で きた．当院の

総分娩数は 2年間で 870例 か ら 710例 （8L6％）に減少 で き，母体轂送 は 54例 か ら 126例 （233％〉に増加す る見込み で あ る．
【結 論】妊娠 リス ク 自己 評価 表を用 い た リス ク評価 は分娩の 分散化 に 有用 で あ っ た．リ ス ク 評価 に よ る 分娩場所の 分散化 が地

域に定着すれば．一
次施設には安全性が，中核病院 には加重労働 の 軽減が期待で きる．
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【目醐 Preτerm 　PRO 紅 （pP 衰OM ）は炎症 と関連 して お り，蛋白質分解酵素が その 誘函 と なる が，メ カ ニ ズ ム は不明で ある．
正常妊娠 で は羊水中好中球エ ラス ターゼ は阻害剤 alpha 　l　aHtitrypsin （αAT ） に よ り活性が 阻害され，蛋白質分解酵素 ma −

trixmetaileproteinase　9 （MMP −9）の 発現 は分娩薩前に増強する、今 同我々 は，ヒ ト羊膜に お ける α．A’f と MMP −9の 発現，
炎症性 サ イ トカ イ ン に よ る発現制御を検討 し，PROM と非 PROM 例 に お ける 不活化型 Qxidized α AT （Ox一α AT ）の 発現，
αAT 活性を検討す る こ とで pPROM の メ カ ニ ズ ム を明らか にす る こ とを目的とした．【方法】同意の 得 られ た症 例 よ り羊膜組

識を採取 し，αAT の 発現と局在を Wes℃ernblGt 法，免疫組織染色 に て 検 討 した．ま た羊膜上 皮継 胞 （hAE ）を単離 し，　 RT
−PCR 法に て α AT ，　 MMP −9 の 発現制御 を炎症 性サ イ トカ イ ン （TNF 一

α．　 OSM ：Oncostatin　M ，　 IL−6）刺激 に て 検討した．
さ らに PROM ，非 PROM 例 に お ける Ox −一

αAT の 発現を免疫纏織染色 に て 検討 し，αAT 活性を酵素活姓阻 害法で灘定 した．
1成績】αAT お よび MMP −9 は hAE に お い て発現 して お り，αAT は TNF 一

α ，OSM ，　 IL−6 に よ り誘導され，　 MMP −9 は TNF
一
α，IL−6 に よ り誘導，　OSM に よ り抑制 され た．　Ox一αAT は PROM 例 の み，特 に pPROM 例 で 強 く発 現 して い た．また，　PROM

例 で は非 PROM 例 に比 し有 意 に （pく  ．oe5）α AT 活性 が低下 して い た．【結論1 寧膜の αAT 発硯 は炎症性サイトカ イン によ

り制御 さ れ て お り，PROM 特 に pPROM 例で は Ox 一
α AT 型発現 が み ら れ，α AT 活性が 低下 して い た 、こ れ らか ら，羊膜中

αAT は炎症部位の 防御因子と考え られ，　PROM 例で は αAT が 酸化 され る こ とに よ りそ の 活性 を失い，αAT と蛋 白質分解酵
素の ア ン バ ラ ン ス が PROM を引 き起こ す可能牲が 示唆 された．
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【昌制 超 音波 3D ドプ ラ 法 を 用い た胎盤 実質内の 血 流計測の 実用 性 に つ い て 基 礎的 検討 を行 っ た．【方法】妊娠 15週 〜40 週 の

前壁付着胎盤で ，母体と胎児 に合併症が 無くイ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トの得られ た 185例 を計測対象とした．超音波 診 断装置

は GE 社 製 VolusonE8を用 V ，探触子 の 周波 数 は 5− 8MHz と した．3D ドプ ラ 法 を用い ，胎盤 の 中央実質部分で 胎盤 お よび

血 流ボ リ ュ
ーム デ

ータを得た後，Vasculaτisation伽 w 　index（VH ：カ ラ
ー

値の 振幅 に よる強度／総ボ クセ ル 数
一バ ッ クグラ

ウ ン ドの ボ ク セ ル 数）を求め た．検者間誤差を確認 した後，VFI と妊娠週数 との 関連 を検討 した，【成績】全例 で胎盤実質内に

拍動性 の 血 流が描 繊 で き，そ の 拍動は胎児心抽動 と同期 して い た，VFI識瀾の 検者問誤差の 検討で は，　 r ＝090　（n ＝45）と検

者 間 で 強 い 相関 を 認 め た．VFI は 妊 娠 15週 か ら 32週 （n ・・15 ）まで は 妊娠週 数 と正 の 相関 （r・・O．51）を
，
32過以 降 （n ＝35）

は負 の 相関（r＝　
− O．36）を示 し，妊娠 32週 に 変曲点を認め た．妊娠 15週か ら27週，28週か ら 31週，32遇以降の VFI は O．89±

e．77．2．85± 1．71，2．5  ± 1．57 （mean ± SD）で，15週 か ら 27週 と 28週 か ら 31週 及 び 32週 以 降 との 間 で そ れ ぞ れ有意差 を認

め た （p く0．001）．【結論】描 出 され た】血流 は胎児心拍動 と同期 して い た こ とか ら主幹絨毛 の 亅fit　tmと思 われ た．　VFI が 2nd　trimes ・

ter か ら 3rd　trimester 中期 まで 増茄傾向を示 し
，
以 後減少 に 転 じ る 傾向は 羊水量の 変動 と類似 して お り，VFI は 胎盤機館を反

映して い る ロ∫能性が示唆 さ れ，IUGR や PIH など胎盤機能不全と関連する疾患 の 病態評価 へ の 応用 が期待され る，
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